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平成２５年度事業方針 

 

東日本大震災から２年を経た現在も被災地の皆様は、不自由な生活を強いられながら、その

復興のために官民一環となって取り組みを続けられています。 

佐賀市社会福祉協議会も、佐賀県共同募金会・日本赤十字社佐賀県支部と協力しながら、継

続した支援活動を続けていくとともに、予測できない自然災害に備えて、社会福祉協議会とし

ての役割を認識し、準備を進めていきます。 

また、地域社会や家庭の様相は、少子・高齢化の進行や働き方などの生活様式の変化に伴っ

て大きく変容しており、経済情勢や雇用環境の厳しさの長期化も相まって、孤立死や自殺、ひ

きこもりなどの社会的孤立の問題、経済的困窮や低所得の問題、虐待や悪質商法などの問題な

ど、地域における生活課題は深刻化・複雑化しています。 

誰もが安心して暮らすことができる福祉のまちづくりを使命とする社協には、こうした今日

的な地域福祉の課題を受け止め、その解決に向けた取り組みを図ることが強く求められていま

す。 

そのためには、地域での子育て支援や児童虐待防止などへの取り組み、地域における高齢者

や障がい者の自立と社会参加の支援、地域住民の社会貢献意識の高揚促進を図るなど地域社会

において、そこに暮らす人々がお互いに「助け合い、支え合う」地域福祉の推進が大変重要と

なります。 

平成２５年度も佐賀市社会福祉協議会では、地域福祉の推進を図ることを目的とする中核的

団体としての特徴を発揮し、「第二次佐賀市地域福祉計画・地域福祉活動計画」の基本理念であ

る「みんなが参加、みんなで福祉、みんなの安心、笑顔が輝く佐賀のまち」の達成のために、

佐賀市をはじめ校区社会福祉協議会、民生委員児童委員、自治会協議会、ボランティア、地域

の各種団体や福祉団体などとの連携を密にし、基本目標である 

① 人的ネットワークづくり 

② 健康で安心して暮らせるまちづくり 

③ 充実した福祉サービスの仕組みづくり 

を目指して、本所・支所・各センター等の事業を「法人運営部門・地域福祉活動推進部門・福

祉サービス利用支援部門・在宅福祉サービス部門」の４部門とし、それぞれの確実な事業実施

を図りながら、地域福祉の推進を図っていきます。 

 

 

 

※各項目の金額は事業費額、〔P. 〕は予算書の該当するページ数を表しています。 

※共同募金の配分金充当事業については【共募配分】、歳末たすけあい配分金充当事業については【歳末配分】と表

記しています。
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Ⅰ．法人運営部門 

１ 法人運営部門の確立（２３８，０７０千円）〔Ｐ１０～Ｐ１９〕 

（１）将来的な展望に立った財政確保の方策として、社協会費制度の周知・拡大などを検討する

とともに、資金の効果的かつ効率的な運用に努め、財政基盤の強化を図る。 

（２）職員は社協の役割と使命を認識し、業務目標を的確に把握できるよう職員研修等を通じて

広範な知識と専門性を養い、意識改革、資質の向上に努めると同時に、職場環境の整備・

充実を図る。 

（３）理事・評議員の各種事業への参画意識を高め、理事会・評議員会の活性化を図る。 

（４）苦情解決システム管理要綱に基づき、利用者等からの苦情について適切な解決を図る。ま

た、利用者等の権利を擁護するとともに、本会が実施する事業の質の向上及び運営の信頼

性を高める。 

Ⅱ．地域福祉活動推進部門 

１ 民生委員・児童委員活動支援事業（６２６千円）〔Ｐ２１〕 

住民の立場に立って相談に応じ、援助を行い、広く住民の福祉にかかわり地域福祉活動の推

進を行っている市内の民生委員児童委員（５３５名）の活動支援・協力を行う。 

（１）地区民生委員児童委員協議会 

所管事項についての伝達・依頼とともに業務遂行上必要な意見交換を行うため、市行政部

局とともに市内２６地区へ出席する。（毎月５日～１５日） 

（２）佐賀市民生委員児童委員連絡協議会会長会 

市行政部局とともに主要関連事項の説明、又は意見交換を行うため出席する。（毎月２５日） 

２ 地域福祉活動計画策定事業（５８千円）〔Ｐ２４〕 

３年後（平成２８年度）に行う「佐賀市地域福祉計画・地域福祉活動計画」の第三期計画策

定に向け、計画の進行管理を行い、佐賀市及び地域住民・福祉団体・ボランティア団体・学識

経験者等から成る推進委員会による協議を行う。 

３ ボランティアセンター事業 

ボランティア活動の基盤強化を重点に、ボランティア（個人・グループ）の育成援助並びに

地域のニーズ把握に努めるとともに、情報の提供及び各種講座・行事等を開催し、市民のボラ

ンティア意識高揚と、ボランティア活動への参加を促す。 

（１）活動基盤整備事業 

①ボランティアコーディネート機能の強化 

市民からのボランティア活動に関する様々な相談に応じるとともに、登録ボランティア

の育成、支援並びにボランティア活動の活性化とニーズの把握、調整に努める。 

②ボランティアセンター運営委員会の開催（６４千円）〔Ｐ２５〕 

ボランティアセンターの適切な運営を図るため、年４回委員会を開催する。 
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③人材リストへの登録団体募集 

学校やサロン等の講師や施設等のイベント時に紹介できる方々のリストを作成する。 

（２）啓発推進事業 

①ボランティア情報の提供 

社協だより“愛・あい”に「ボランティアセンターだよりコーナー」を設け、情報提供

を行う。また、各種ボランティア団体に対し、民間助成金案内をホームページ等で行い、

活動の幅を広げることができるよう支援する。 

（３）養成研修事業 

①地域子育て支援ボランティア養成講座 

地域子育て拠点事業の拡充に向けて、各ひろばで活躍するボランティアを養成する。 

②地域ボランティア養成講座 

平成２３年度から取り組んでいる「ちょこっとボランティア事業」や今年度から始まる

「ご近所見守り事業」の中で活躍できるボランティアを養成する。 

（４）災害時のボランティアへの取り組み（１６０千円）〔Ｐ２５〕 

災害発生時には速やかに災害ボランティアセンターを立ち上げ、被災者支援ボランティア支

援を行えるような体制づくりを図る。 

①「災害ボランティアセンター設置・運営マニュアル」の見直し 

設置・運営にかかる研修や訓練及び各地の自然災害とその対応を教訓として、一定期間

毎（最低年１回、９月１日「防災の日」を目途）に見直しを行う。 

②災害ボランティア研修会の開催 

職員を対象としたセンターの設置・運営にかかる研修や訓練を行い、災害時のボランティ

アコーディネートについての取り組みを深める。 

（５）団体活動の支援 

①ボランティア活動保険の受付 

社会福祉協議会に登録しているボランティアが安心して活動に取り組むことができるよ

う、ボランティア活動中の事故に備えてボランティア活動保険の受付を行う。 

②ボランティア活動への助成（１，８５０千円）〔Ｐ２５〕 

福祉活動の振興を図るため、社会福祉事業を目的とするボランティア団体等の運営に要

する経費に対して助成を行う。 

③学校ボランティア育成事業（１，１２５千円）〔Ｐ２５〕 

市民からのボランティア活動に関する様々な相談に応じるとともに、登録ボランティア

の育成、支援並びにボランティア活動の活性化とニーズの把握、調整に努める。 

（６）その他の支援事業 

①２４時間テレビチャリティー募金活動等への支援 

市内の福祉施設や団体、ＮＰＯ法人等が行うチャリティー募金活動及び福祉車輌等の寄

贈申し込みの取りまとめを行い、各団体との協働により福祉の街づくりを推進する。 
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②各ボランティア連絡（推進）協議会・ボランティア団体等との連携 

各ボランティア連絡（推進）協議会やボランティア団体が開催する事業・研修会・定例

会等への協力・連携を行う。 

４ 小地域ネットワーク活動 

（１）ちょこっとボランティア推進事業 

高齢者や障がい者が地域で日常生活を送るうえで「ちょっと誰かに手伝ってもらいたい・お

願いしたい」という要望を身近で気軽に頼める地域の助け合いネットワークづくりを本所・

支所において推進する。 

（２）校区社協活動支援事業  

「自分たちの地域の福祉課題は、まず自分たち自身で取り組もう。」という住民意識をもと

に、小地域福祉活動を担う基礎組織として設置されている市内１９校区の校区社会福祉協議

会に対し支援と協力を行う。 

①校区社会福祉協議会運営費助成（５，０６６千円）【一部共募配分】〔Ｐ２１〕 

各校区社会福祉協議会の運営・活動を支援するために、佐賀市と協調して助成を行う。 

②校区社会福祉協議会会長会及び役員会 

各校区社会福祉協議会間の連絡調整のため、会長及び役員による会議の場を設け、情 

報交換を図る。 

③校区社会福祉協議会役員研修（９１８千円）〔Ｐ２１〕 

校区社会福祉協議会活動の充実と活性化を図るため、県内外の先進地の地区社会福祉

協議会役員との交流研修等を実施し、事業の強化・促進に役立てるとともに役員の「地

域づくり」に対する意識づけを行う。 

④年末・年始地域福祉交流事業（４，３７４千円）【歳末配分】〔Ｐ３９〕 

各校区社会福祉協議会が自らの福祉課題に応じて行う年末・年始の事業に対し、助成

を行うことで、地域での交流を深める。 

（３）高齢者サロン事業（２０，２００千円）〔Ｐ４７〕 

地域住民の自主的な参加と協力のもと、家に閉じこもりがちな高齢者やひとり暮らしの高

齢者等に、地域の施設（地区公民館、集会所等）を活用し、社会的孤立感の解消及び自立生

活の向上を図る。併せて、各サロンの要請に応じ、サロン設立や運営の指導等を行う。 

また、協力者に対して課題解決に向けた研修会等を行い、事業の発展的な推進を行う。 

[平成２５年３月末現在：２１０サロン] 

（４）在宅高齢者会食会等助成事業（２，２５５千円）【共募配分】【歳末配分】〔Ｐ３９〕 

地域の高齢者が公民館等に一同に会し、食事等の提供を通して、地域づくりの見守り活

動に向けた「気付き」・「実践」の場となることを目的として、市内の校区社会福祉協議会、

地域ボランティア団体及び地区民生委員児童委員協議会が行う会食会に必要な費用の一

部を助成し、社会的孤立感の解消、自立生活の助長並びに支援体制の強化を図る。 

（５）災害時要援護者避難支援対策事業（１，８７４千円）〔Ｐ２８〕 

災害時に避難支援を要する高齢者等（災害時要援護者）に対し、迅速な安否確認、避難支

援行動に取り組めるよう、地域支援団体（自治会、民生委員児童委員、校区社協など）の協

力を得て、市と協働で取り組む。 
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民生児童委員に新規登録及び更新作業について協力して頂き、登録者名簿・マップを自治

会長及び民生委員児童委員に配布する。 

（６）年末地域ふれあいまつり事業助成（８０千円）【歳末配分】〔Ｐ３９〕 大和  

校区単位の実行委員会が実施する「ふれあいまつり（小学生、ＰＴＡ、学校関係者、福祉

ボランティア等の発表・交流事業）」に対し、助成を行うことで、地域での交流を深める。 

（７）高齢者ふれあい会食会助成事業（３４５千円）【歳末配分】〔Ｐ３９〕 大和  

地区民生委員児童委員協議会が主催となり、校区自治会や、食生活改善推進協議会、小学

校、地域ボランティアが行う年末・年始の事業に対し、助成を行うことで、地域での交流を

深める。 

（８）見守りネットワーク事業 

①見守り体制に向けた研修会（３６０千円）〔Ｐ２１〕 

見守りが必要な高齢者が安心して暮らせるよう、ご近所見守り事業と合わせ地域にあっ

た見守り体制を築くための研修会を実施する。 

②小地域見守り活動事業（４１４千円）【共募配分】〔Ｐ３７〕≪新規≫ 

自分の地域で安心して暮らせるように高齢者への見守り及び声かけを行う「ご近所見守

り事業」並びに「福祉協力員」「ちょこっとボランティア」等の活動のなかで、見守り活動

を行われている方が安心して活動が行われるように支援する。 

③緊急連絡カードの整備  富士   三瀬  

民生児童委員の協力を得て、緊急時に備え、ひとり暮らしや高齢者のみ世帯の実態を把

握するとともに、対象者に緊急連絡カード等の配布を行う。 

詳細には緊急時に備え、親族や担当民生委員、自治会長、訪問連絡員等の連絡先及び医

療機関等を記載し、本人及び関係機関で共有する。 

④一人暮らし高齢者見守り事業（３８千円）【共募配分】〔Ｐ４２〕 富士  

小地域を単位に関係機関の協力体制のもと食事会を開き、福祉への関心を高めるととも

に高齢者問題への認識を深め、一人暮らし高齢者を見守る体制の構築を目指す。 

（協力体制） 民生児童委員・食生活改善推進協議会・おたっしゃ本舗富士 

⑤銭太鼓養成（年間２６回） 

老人クラブの協力を得て、高齢者の生きがい作りの目的で、積極的に施設訪問やイベン

ト出演、子ども達との次世代交流などを行うことにより介護予防の推進を図る。 

◎対象者 ６５歳以上の高齢者 

◎実施回数 毎月第２・第４の火曜日 

（９）健康づくり促進事業（８００千円） 

①地域高齢者生活支援事業（８１千円）【共募配分】〔Ｐ４０〕 諸富  

高齢者に対し、生活に関する講話や軽運動、レクリエーション等を実施することで、介

護予防や健康づくり及び体力の維持を図る。 

②高齢者支援講習会「年３回」（２８千円）〔Ｐ３５〕 東与賀  

高齢者に対し、脳トレーニングやレクリエーションの講習会を実施し、習得した知識や技

術を地域でのサロン事業や会合時に活用していただき、地域コミュニティーの円滑化を図る。 
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③健康体操教室「月２回」 東与賀  

高齢者や壮年者の寝たきりや認知症予防等を目的に、「ＮＰＯ法人ふれあい館」とタイア

ップし、自らの体力に合った運動の紹介、体操、健康指導、栄養指導、健康管理等を行う。 

④出てこん場事業（１５３千円）〔Ｐ３２〕 富士  

巡回バス利用者を対象に地域で元気に暮らす高齢者を見守るため、専門の関係機関及び

ボランティアとの連携により、介護予防や生きがいづくりを支援する。 

（実施内容） 健康体操［年／2回］ 

 地域交流（ボランティア団体／折り紙）［年１回］ 

 健康講座（富士大和温泉病院）［年１回］ 

 音楽講座（ハーモニカ演奏と唱歌）［年１回］ 

 栄養講座（食生活改善推進協議会）［年１回］ 

 人権講座（人権相談員）［年１回］ 

⑤技能ボランティア養成講座（３６４千円）〔Ｐ３５、Ｐ３６〕 

・絵手紙ボランティア養成講座（年６回） 東与賀   久保田  

・折り紙ボランティア養成講座  東与賀 （年４回） 久保田 （年６回） 

・レクリエーション指導者養成講座（年６回） 久保田  

・男の工芸教室（藁細工や竹細工教室） 久保田  

⑥布のおもちゃ作り人材育成（１７４千円）【共募配分】〔Ｐ４４〕  川副  

乳幼児が安全で、安心して遊べる「布のおもちゃ」等を補修・作製できる人材を育成す

ることで子育て支援の輪を広げるとともに、修了者を中心としてグループ化を図り、子育

てを地域で支えるネットワーク構築のきっかけ作りをおこなう。 

⑦ふれあいサークル事業  三瀬  

体や心に障がいのある方が気軽に集う場を提供し、とじこもり防止や生活意欲向上を図

る。 

（１０）高齢者相互交流事業（５１２千円） 

①地域探訪会（４８１千円）〔Ｐ３１、３３、３５、３６〕 

 諸富   三瀬   東与賀   久保田  

外出の機会が少ない高齢者に外出の機会を与え、相互の親睦を図るとともに、生きがい

の充足、心身の健康や自立した生活への意欲の向上を図る。 

②楽しい生け花教室（３１千円）〔Ｐ３３〕 三瀬  

高齢者相互の交流を通してリフレッシュし、自立した生活への意欲向上を図る。 

（１１）高齢者等食育推進事業（２６０千円） 

①ふれあい食事教室「年６回」（１４７千円）〔Ｐ３３〕 三瀬  

地元で採れた野菜や三瀬の食材を使って料理教室を実施し、閉じこもり予防や参加者同

士の会話を通して料理をすることに意欲を持ち、食事が食べるだけでなく、噛むことで心

の栄養になる等を学ぶ。 

②男専科事業「年４回」（８１千円）〔Ｐ３３〕 三瀬  

元気で長生き出来るように地場食材の料理や加工（蕎麦打ち・わら細工）を学び、生活

意欲の向上につなげていき、地域での指導ボランティアを育てる。 
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③高齢者食生活支援事業「年２回」（３２千円）【一部共募配分】〔Ｐ４５〕 東与賀  

高齢者が食事を楽しめるよう、食の改善を図るとともに生活の質・維持向上のために老

人クラブと協働で料理教室を実施する。また、食育に関する取り組みを普及し教室を通し

て互いに繫がり、日々の生活に潤いを持てるように食生活を支援する。 

（１２）ふれあいチャレンジ塾（２１３千円） 

①富士地区（年６回）（８５千円）【一部共募配分】〔Ｐ４２〕 富士 

小学生の現代的特性として体験不足が指摘される中、地域の資源を介し、体験活動を通

して自然の豊かさ、物作りの楽しさ・大切さを実感させる。 

②三瀬地区「月１回」（１２８千円）【一部共募配分】〔Ｐ４３〕 三瀬  

高齢者や他の地域の子ども達との交流や遊びを通して、他人を思いやる心や共感するこ

とのできる心を育み、子ども達の健やかな心身の成長を支える。 

（１３）一輪車育成「月３回」（１０１千円）〔Ｐ３２〕 富士  

一輪車演技を通して児童の健全育成及びチームプレーによる連帯感や社会性

を養う。 

また、各種イベント参加を通して、地域の様々な世代との交流活動を行う。 

（１４）世代間交流事業（５７３千円） 

①ふれあい会食会（３９４千円）【共募配分】〔Ｐ４４～４６〕  川副   東与賀   久保田  

川副地区では町内の４地区において、民生委員児童委員等の協力により、外出の機会の

少ない高齢者の孤独感の解消や閉じこもりの予防を図るとともに、日々の生活で不安に思

うことや悩みを相談できる場を提供する。 

東与賀地区では、世代間の交流と併せて、市保健師・おたっしゃ本舗による健康相談や

栄養指導等を実施することで、健康で自立した生活の継続が図れるよう支援する。 

久保田地区では、外出の機会が少ない高齢者と園児、児童や各種文化サークル等との世

代間の交流により、在宅高齢者の孤独感の解消や閉じこもりの予防を図り、地域コミュニ

ティーの向上を図る。 

②地域ふれあい交流事業（１７９千円）【共募配分】〔Ｐ４４、４６〕 

 川副   久保田  

川副地区では町内４地区のそれぞれの地域の特徴を生かし、高齢者や児童、地域住民と

障がい者が楽しみながら「ふれあう」ことのできる交流会を実施し、地域住民同士が「顔

の見える」地域生活を推進する一助とする。 

久保田地区では、高齢者と子どもが一緒に楽しめる身近なスポーツを通してふれあい、

児童の健全育成と高齢者の健康な心身の養成を図ることで、明るい地域社会づくりを目指

す。 

（１５）施設・地域交流事業（２６４千円） 

①施設の夏祭り支援  富士  

高齢者福祉施設及び障がい者福祉施設と一体となって夏祭りへの参加を促し、ボランテ

ィアを核に施設利用者と地域住民との交流を通して、施設利用者への理解を深める。 
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②ふれあい夏祭り支援（５０千円）〔Ｐ３５〕 東与賀  

障がい者福祉施設と地域住民との交流を深め、施設と一体となってイベントを開催・参

加を促すことにより、施設利用者への理解を深めるとともに、障がい者福祉の向上を図る。 

併せて、ボランティア団体等に協力を促し、より一層の充実を目指す。 

③障がい児との交流会（１６１千円）【共募配分】【歳末配分】〔Ｐ３７，４０〕 

 諸富   東与賀 

障がい児と地域住民との交流を深め、手をつなぐ親の会と一体となってクリスマス会等

のイベントを開催することにより、障がい児の自立と社会参加の促進を図る。 

④障がい者施設交流事業（５０千円）【歳末配分】〔Ｐ３９〕 久保田  

小規模作業所の利用者及びその家族・地域住民・民生委員等がクリスマス交流会に一緒

に参加することにより、親睦・交流・障がい者への理解、地域との連携を促進する。 

⑤干潟（シチメンソウヤード）清掃活動「年１回」（３千円）〔Ｐ３５〕 東与賀  

自然保護・環境保護の視点から、稀少植物シチメンソウヤードの清掃活動をボランティ

ア推進協議会、佐賀南ロータリークラブと協働して、住民参加のもと実施する。 

（１６）歳末地域交流事業（１，０３２千円）〔Ｐ３７〕 

①世代間交流しめ縄づくり（２９５千円）【歳末配分】  三瀬   川副   久保田  

地域の高齢者と児童が、しめ縄づくりを通して世代間の交流を深めるとともに、子ども

達に日本の慣習や風習に込められた想い・願いを伝え残すことにより、薄れゆく地域コミ

ュニティー（地域力）の向上を図る。併せて、出来上がった「しめ縄」をひとり暮らし高

齢者に届けることで、高齢者との心の交流を育む。 

②世代間交流餅つき会（５４８千円）【歳末配分】 諸富   富士   三瀬   川副  

「餅つき」を通して世代を越えて交流を図るとともに、児童には広い人間関係を築く機

会を、高齢者や地域住民には協同作業による地域の一体感を感じてもらう。 

③高齢者世帯会食交流会（１４４千円）【歳末配分】 東与賀  

外出の機会が少ない高齢者が一同に会し、ゲームや余興等の交流を図りながら、健康相

談・栄養指導を実施することにより、高齢者の孤独感の解消や自立生活の一助とする。 

④年末年始訪問事業（４５千円）【歳末配分】 久保田  

高齢者のみの世帯や、家に閉じこもりがちな一人暮らし高齢者が、新たな年を迎えるに

あたり、地域の中で安心して暮らせるよう見守り・支援していく。 

５ 福祉教育・啓発活動 

（１）福祉体験学習指導者派遣事業（９７２千円）【共募配分】〔Ｐ３８〕 

地域・学校等で開催される福祉総合学習（車椅子介助・アイマスク体験・高齢者疑似体験

等）が適切な指導により実施されることを目指し、経験・指導力を備えた指導者（クローバ

ーの会）を派遣する。 

（２）実習生の受け入れ 

これからの社会福祉を担う学生に社会福祉専門職に求められる姿勢、態度、援助技術を身

につける実地教育の場を提供し、社会福祉の増進に繋がるよう指導・育成を行う。 
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（３）社協だより“愛・あい”の発行、ホームページの更新（４，３４７千円）〔Ｐ２０〕 

社会福祉協議会の事業を広く市民にお知らせし、理解と協力を求めるため、年４回（春・

夏・秋・新春号）市内全世帯及び事業所（１０１，４００部）に配布する。 

また、パソコン点訳ボランティア「麦の会」の協力により、点訳版を作成し市内の視覚障

がい者で希望する方に配布する。 

さらに即時に情報を提供する手段として、ホームページを随時更新する。 

（４）諸富支所だよりの発行（３０千円）〔Ｐ１３〕 諸富  

諸富支所が行う事業並びに地域活動を紹介し、地域との一体化を図りつつ、社会福祉協議

会活動の重要性の理解や地域活動の活性化を図るため月１回、地区全世帯に回覧・配布する。 

（社協事業の紹介や講座等の案内、地域におけるふれあい活動の紹介等） 

（５）第９回佐賀市社会福祉大会の開催（１，１５６千円）〔Ｐ２０〕 

市内の福祉関係者が一堂に会し、今後の福祉活動推進の意識を高めるとともに、永年社会

福祉に功労のあった者を表彰し、その功績を讃え社会福祉事業の振興発展を目的に開催する。 

（６）被介護者体験研修（７５千円）〔Ｐ３４〕 川副  

介護の必要な方々の立場を研修で疑似体験することで、自分に置き換えた場合の心境の変

化を知る機会を設け、高齢者や身体の不自由な方が、住み慣れた地域で安心して暮すことの

できる環境を整えるための「人材づくり」を支援する。 

（７）大人の福祉体験学習（１７千円）〔Ｐ３６〕  久保田  ≪新規≫ 

家族に介護が必要になった時、年老いた人自身がその家族の介護をしなければならないと

いう問題が起きている。介護に直面する前に、福祉についての体験をすることによって、家

族介護に対する精神的な負担軽減を図るために実施する。 

６ 地域子育て支援センター事業（６，１２９千円）【一部共募配分】〔Ｐ２９〕 

現代では、人のつながりが薄れつつあり、多くの子育て家庭が周囲に相談する相手もなく、

育児不安などさまざまな問題を抱えている。 

こうした状況をふまえ、同年代の子どもを持つ親が親子でふれあうことのできる「ひろば

型」の子育て支援センターを設置し、あわせて広場を支える地域住民の助けあい・支えあい

活動の充実を図ることで、地域で子どもが健やかに育つよう支援する。 

諸富支所を基幹型とし、佐賀市全域に出張ひろばを配置し、事業推進を図る。 

【基幹型】（拠点施設として子育て支援を行う。） 

諸富ふれあい広場（佐賀市産業振興会館内）（５，１５１千円）〔Ｐ２９〕 

【出張ひろば】（基幹型と連携を図りながら、各地域において子育て支援を行う。） 

大和まほろば広場（佐賀市大和老人福祉センター内）（１７８千円）〔Ｐ４１〕 

ふれあいるーむ（佐賀市富士支所庁舎内）（２２７千円）〔Ｐ４２〕 

よかっこ広場（佐賀市東与賀保健福祉センター内）（１９４千円）〔Ｐ４５〕 

なかよし広場（佐賀市久保田保健センター内）（４７千円）〔Ｐ４８〕 

みつせスマイルキッズ広場（佐賀市三瀬保健福祉センター内）（７６千円）〔Ｐ４３〕 

むつごろう広場（佐賀市保健福祉会館内）（２５６千円）〔Ｐ３７〕 

（１）子育て親子への交流の場の提供と交流の促進 

①つどいの場の提供 

親子が気軽に・自由に利用できる場として「つどいの広場」を開設する。 
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【基幹型】 

開所日 火曜日～土曜日 午前１０時～午後４時 

利用対象者 ０才～就学前の乳幼児とその保護者・家族、妊婦など地域住民 

【出張ひろば】 

大和まほろば広場 水曜日  午前１０時３０分～午後３時３０分 

ふれあいるーむ 月曜日～金曜日  午前１０時～午後４時 

よかっこ広場 第２・第４水曜日  午前１０時～正午 

なかよし広場 第３月曜日 

みつせスマイルキッズ広場 随時 

むつごろう文庫 第１月曜日、第４月曜日 

②子育てサロンの開催 

子育てサークルによる「子育てサロン」を行うことにより、子育て親子の交流を図る。 

ひろば名 サロン名 実施回数 実施内容 

ふれあい広場 

赤ちゃん広場 第１火曜日 乳児対象の発育相談とわらべ唄 

かすたねっとサロン 第４金曜日 
作物の育成・収穫、季節行事を 

取り入れたおもちゃづくりや遊び 

にこにこ広場 第３水曜日 アンパンマン体操、ふれあい遊び 

絵本の広場 第２金曜日 絵本の読み聞かせ 

布おもちゃで遊ぼう 第１水曜日 手作り布おもちゃを使った遊び 

むかし遊び 第４火曜日 お手玉・あやとり等を使った昔遊び 

大和まほろば広場 

まほろばサロン 年３回 
マジックショー、レクリエーション

など 

音と遊ぼう 第１水曜日 楽しいリトミック 

まほろば広場 
第３水曜日 

第４水曜日 

おやつ作り、お話し会、クリスマス

会、布おもちゃ、ベビーマッサージ 

育メン講座、赤ちゃん広場、工作 

ふれあいるーむ 

ふじっこサークル 第１水曜日 七夕会、温泉遊び、パソコン教室 

ハロウインづくり、クリスマス会 

キャンドルづくり、ベビーマッサー

ジ・おはなし会・アロマ、運動でリ

フレッシュ等 

ぐんぐん金曜日 金曜日 

のびのびタイム 第２火曜日 

わらべうたサロン 第３火曜日 

よかっこ広場 よかっこ広場 
月１回 

第３水曜日 

ベビーマッサージ、よかよか運動会 

乳幼児安全法講習会 

クリスマスコンサート、育児相談 

なかよし広場 なかよし広場 
月１回 

第３月曜日 

リズムダンス、親子遊び 

ミニ運動会、クリスマス会 

おはなし会、乳幼児救急法等 

みつせスマイル 

キッズ広場 

みつせ 

スマイルキッズ 
月２回 

バスハイク、布おもちゃづくり 

ミニ運動会、リンゴ狩り 

七夕会、クリスマス会 

絵本や大型紙芝居、折り紙教室 

むつごろう文庫（佐賀市おもちゃ図書館） 
第１月曜日 布おもちゃで遊ぼう 

第４月曜日 童話の読み聞かせ 
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（２）子育て等に関する相談、援助の実施 

子育てについて不安を抱えている親の相談に応じるとともに、定期的に専門家による「乳

幼児育児・発育相談」や子育てに役立つ講座を実施することにより、子育て不安の解消を図

る。 

また、佐賀市こども課や健康づくり課、保健師や母子推進員等、関係機関・団体との連携

を強化して、特に子育てひろばやサロン等に参加されない孤立しがちな家庭への対応を検討

することにより、子育て不安の解消や児童虐待等の発生予防に努める。（ホームスタート事業

実施に向けての準備） 

（３）子育てサポーターや子育てサークル等の育成・支援 

①子育てサポーターの育成 

子育てのための知識や技能を学ぶ「子育てサポーター講座や研修」の実施により、子育

てサポーターの育成を図るとともに、更なるサポーターの質の向上を図る。 

②子育てサークル等の育成・支援 

「ひろば」に関わるサークル同士の交流会等の開催や活動の場を提供することにより、子

育てサークルの育成・支援を行う。 

（４）乳幼児一時預かり事業 

①広場での一時預かり（利用料金：６００円／時間） 

子育て中の親が少しでもゆったりと豊かな気持ちで過ごすことができるよう、また急用

時をサポートするため広場の開所時間内で乳幼児の一時預かりを行う。 

②出張託児の実施（基幹型）（利用料金：６００円／時間） 

子育て中の親が子育て講習等や各種イベントに安心して参加できるよう、開催場所に出

向いて託児を行う。 

（５）子育て支援に関する情報の提供 

子育て情報紙を随時発行し、行事の案内・報告を行うとともに社協だより“愛・あい”や

ホームページ及び市報さがでも子育て支援に関する情報提供を行う。 

また、子育てサークルによる子育て情報紙「ハッピィママ」と「子育て広場だより」を同

時掲載し、月１回発行する。 

①ホームページによる情報提供 

子育てに関する最新情報を提供するため、定期的にホームページを更新する。 

②子育て情報紙「ハッピィママ＆子育て広場だより」の発行（月１回） 

・主な配布先  市内子育て支援センター、図書館、児童センター、保健センター等 

（６）地域の子育て力を高める取組みの実施 

地域の実情に応じ、地域の子育て力を高めることを目的とした取組みについて、積極的に

実施するよう努める。 

①「出前交流広場」の開催 

地域のボランティアとともに地区公民館等で「異世代交流サロン」等を開催し、交流の

場を提供する。 
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②地域世代間交流事業への参画 

地域世代間交流事業（こどもフェスタ等）への参画を通して、親子と地域のつながりを

深め、世代間交流の中で地域ぐるみの子育て支援を推進する。 

③児童の居場所づくり 

小学生の放課後時間を利用して、広場での体験活動等を行う。 

また、地域住民とのふれあい、コミュニケーションや協働での活動を行い、キッズ（小

学生）ボランティアを育成する。 

④父親同士の交流推進 

父親の子育て参加を促すため、父親同士の交流の機会を作り、子育て家庭の、子育てに

対する負担の軽減を図る。 

７ 各種福祉団体支援事業 

（１）福祉団体等及び社会福祉事業施設助成事業（２，２８８千円）〔Ｐ２２〕 

佐賀市における福祉活動の振興を図るため、社会福祉事業を目的とする福祉団体等の事業

及び運営に要する経費に対して助成金を交付し、福祉のまちづくりを推進する。 

（２）福祉バスの利用〔Ｐ１０〕※本所法人運営事業費で実施 

特別団体会員として登録している市内の各種福祉関係団体等が、研修・ボランティア活動

等を行う際、円滑な活動ができるよう、マイクロバスによる送迎を行う。 

８ 共同募金配分金事業 

（１）共同募金配分金事業（１２，２５４千円）〔Ｐ３７～４６〕 

運動期間中（１０月１日から３ヶ月間）に集まった募金を佐賀県共同募金会に全額送金し、

佐賀県共同募金会の配分委員会の議決に基づく佐賀市社会福祉協議会への配分金を基に、法

人運営費の繰入金とともに共同募金配分事業として事業を行う。 

※共同募金の配分金充当事業については【共募配分】と表記しています。 

（２）歳末たすけあい配分金事業（７，０５５千円）〔Ｐ３７〕 

前年度、運動期間中（１２月１日から１ヶ月間）に集まった募金を共同募金会佐賀市市会

の運営委員会に諮り、住民ニーズに応じた事業を展開する。（事務的経費 ４６千円） 

※歳末たすけあい配分金充当事業については【歳末配分】と表記しています。 

Ⅲ．福祉サービス利用支援部門 

１ 福祉サービス利用援助事業（日常生活自立支援事業）（６，２９７千円）〔Ｐ２６〕 

「福祉サービス利用者の利益の保護」を図ることを目的に、認知症高齢者、知的障がい者、

精神障がい者など判断能力が不十分な人達が安心して自立した地域生活を送れるよう、福祉サ

ービスの利用援助等を行い支援する。 

※相談や支援計画作成は無料。ただし、契約締結後の支援については利用料が必要。 

（１）基幹的社協（佐賀市、多久市、小城市、神埼市及び吉野ヶ里町）の受託 

○生活支援専門員の配置 
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（２）福祉サービス利用援助事業の実施 

①福祉サービスの利用援助サービス 

○福祉サービスに関する情報提供、相談、助言 

○福祉サービスの利用手続援助（申込手続同行・代行、契約締結） 

○利用している福祉サービスに苦情・不満がある場合の苦情解決制度の利用手続支援 

②日常的な金銭管理サービス 

○年金及び福祉手当の受領に必要な手続き 

○福祉サービス利用料の支払い代行 

○公共料金・家賃・医療費・日用品等の代金の支払い手続き代行 

○生活費の使い方についての相談受付 

○上記に必要な預貯金の出し入れ、解約などの手続き 

○施設や病院が行う金銭管理に対する見守り 

③書類等の預かりサービス 

○定期預金の通帳や年金証書・印鑑など書類等の保管 

○銀行の貸金庫を利用しての保管（別途利用料（実費）が必要） 

（３）成年後見事業（法人後見）の体制整備 ≪新規≫ 

福祉サ－ビス利用援助事業利用者等、継続的な支援を目的として、成年後見事業（法人後見）

の実施に向けた環境を整備する。 

２ 生活福祉資金貸付事業（５，６５３千円）〔Ｐ８２〕 

金融機関や公的貸付制度からの借入れが困難な所得の少ない世帯、障がい者や介護を要する

高齢者の居る世帯に対し、必要な資金の貸付けと相談援助を行う。 

○対象世帯 

低所得者世帯、障がい者世帯、高齢者世帯、失業中の世帯等 

○資金種類（５種類） 

・生活福祉資金（総合支援資金、福祉資金、教育支援資金、不動産担保型生活資金） 

・臨時特例つなぎ資金 

３ 福祉資金（小口）貸付事業（１５，００６千円）〔Ｐ８３〕 

低所得世帯の自立更生のため、他からの資金貸付が困難かつ緊急の場合に３万円を上限とし

て貸し付けを行う。 

窮迫状況に置かれている者への支援として、一時的な食糧を配備する。 

４ 住民の福祉活動の推進・支援 

（１）小災害罹災世帯に対する見舞（５００千円）〔Ｐ２２〕 

災害により罹災した者が物的・精神的な援護を必要とする場合、自力更生の向上を図る

ため見舞金を支給する。 

※別途、佐賀県共同募金会、日本赤十字社佐賀県支部の取扱窓口として見舞金等の支給を行う。 

（２）児童遊園地整備助成金（９００千円）〔Ｐ２１〕 

市内地区自治会が児童福祉対策として、児童遊園地の新設、増設及び補修を行った場合、

市行政部局と共催して助成金を交付する。 
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（３）防犯灯の設置助成（２，６１５千円）【共募配分】〔Ｐ３９〕 

市内地区自治会等が地域住民の安全と犯罪の防止、青少年の非行防止のため、自主的に防

犯灯の設置・補修・切り替え及び蛍光管等の取り替え等を行った場合、市行政部局と共催し

て助成金を交付する。 

（４）備品の貸し出し 

突発的な需要や各種団体等が研修などを行う際、車椅子・研修機器等の備品を貸し出す。 

また、高齢者や障がい者等が在宅生活の継続を支援するため、電動ベッド、電動四輪車等

を貸し出し、住民福祉の向上に努める。 

（５）県内高齢者フリー定期券（昭和自動車シルバーパス）販売〔Ｐ１５，１６〕 

※富士支所・三瀬支所法人運営事業費で実施  富士   三瀬  

高齢者の外出支援及び社会参加の促進を図る。 

５ 祭壇貸付事業〈特別会計〉（４１４千円）〔Ｐ８４〕 久保田  

自宅等で葬儀をする場合に、祭壇の飾りつけ及び撤去を行い、葬儀にかかる費用負担の軽減

を図る。 

６ 総合相談事業 

生活上に発生する困難な問題について、誰もが相談できる相談員を配置し、問題解決を図る

ことで、もって住民福祉の向上に寄与する。 

（１）暮らしのトラブル無料法律相談  富士  

多重債務や自己破産等生活上に発生する様々な悩みやトラブルで困窮している者に対し、

問題解決を図ることで、住民福祉の向上に努める。 

○実施回数 毎月第３火曜日 午後３時～午後５時 

○相談員 司法書士 

７ 健康・生きがい促進運営事業 

（１）流水浴機器等管理運営事業（１，７６３千円）〔Ｐ５１〕 三瀬  

市民の健康増進や維持など、生涯を健康で過ごせる体づくりや生活習慣病の予防を目的に、

温泉水を利用した三種類（スイムライフ、アクアビューティー、アクアファイブ）の流水浴

機器を利用し実施する。 

○受付時間 月曜日、水曜日、金曜日 午前１０時～午後３時 

 火曜日、木曜日 午後１時～午後４時 

８ 三瀬地域巡回バス運営事業（３，１２０千円）〔Ｐ５２〕 三瀬  

公共交通機関のない交通空白地域（三瀬地域）の住民の足を確保することで日常生活の手助

けをする（東部地域１日５便） 

９ 放課後児童クラブ事業（１１，７３８千円） 

地区内の小学校に通学し、保護者が労働等で昼間家庭にいない児童に対し、授業終了後及び

長期休暇期間中に遊びと生活の場を提供し、児童を犯罪から守るとともに健全育成を図る。 

（１）松梅児童クラブ（２，５６６千円）〔Ｐ４９〕 大和  

○対象者 小学１年生～６年生児童までの留守家庭児童 

○利用日時 月曜日～金曜日 放課後～午後６時３０分 
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 長期休暇（夏・冬・春休み）、土曜日 午前８時３０分～午後５時 

（２）南川副児童クラブ、西川副児童クラブ、中川副児童クラブ及び大詫間児童クラブ 

（９，１７２千円）〔Ｐ５３〕 川副  

○対象者 原則、小学校１年生～３年生までの留守家庭児童 

○利用日時 月曜日～金曜日 放課後～午後６時３０分 

 長期休暇（夏・冬・春休み）、土曜日 午前８時～午後６時３０分 

１０ 老人福祉センター等運営事業（７３，８３２千円） 

高齢者が地域で安心して、心豊かに楽しく過ごせる場所を提供するため、市内５箇所（平松、

巨勢、金立、開成、大和）の老人福祉センター等を運営する。各センターでは高齢者大学、ク

ラブ活動や行事などを行い、生きがいの充足、また積極的な「仲間づくり」を進め、さらには

各センターにおいて健康相談を実施し、健康で明るい生活を営んでもらうための事業の推進に

努める。 

（１）佐賀市平松老人福祉センター（１７，６８７千円）〔Ｐ５６〕 平松  

①平松老人福祉センター事業 

○入浴日 月曜日、水曜日、木曜日、金曜日  午前１１時～午後３時 

○クラブ活動 民謡、大正琴、書道、囲碁、生花、カラオケ（2つのクラブあり）、民

舞、将棋、水墨画、フォークダンス、吟詠、謡曲、陶芸、俳句、三味

線、自彊術、麻雀、脳いき 

○年間行事 健康相談（保健師） 第１木曜日 午後１時３０分～午後３時３０分 

 囲碁大会 第２土曜日 

 将棋大会 奇数月第４土曜日 

 文化祭 敬老月間に伴う作品展示及び、発表会 

②佐賀市平松清風大学（講義回数：各学年共に毎週火曜日、年３８回、（８月は休講） 

高齢者が長寿社会の中で積極的に学習に取り組み、より一層生活を充実し、より高い生

きがいを求め、地域社会の活動に順応できる人材を育成するために開設する。また、日ご

ろ、限られた人としか関わりのない高齢者が増加する中、当大学で積極的に「仲間づくり」

に挑戦して欲しい。 

○学生数 １３０名（２年制） ・１年生 ６５名 ・２年生 ６５名 

○教科学習 一般教養、郷土史、健康、園芸 

○企画学習 グループ討議、各学年ふれあい授業、自主企画授業、1，2年生交流授

業、私に言わせて！（体験談等の意見発表） 

○学生活動 「文集ひらまつ」及び学校新聞「せいふう」の発行、運動会、研修旅

行（年２回） 

○クラブ活動 グラウンドゴルフ、歩こう会、園芸、絵てがみ、パソコン 

（２）佐賀市巨勢老人福祉センター（１５，５２１千円）〔Ｐ５８〕 巨勢  

①巨勢老人福祉センター事業 

○入浴日 月曜日、火曜日、木曜日、金曜日 午前１１時～午後３時 

○クラブ活動 大正琴、舞踊、書道、フラダンス、囲碁、生花、カラオケ 

 フォークダンス、詩吟、謡曲、童謡唱歌、写真、編物、水墨画 
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○市事業協力 脳いきいき健康塾 

○年間行事 健康相談（保健師） 

第１火曜日 午前１０時～正午 

第４金曜日 午後１時～午後３時 

囲碁大会 第３水曜日 

②巨勢シルバーカレッジ（講義回数：第１・第３木曜日、年１９回） 

高齢者が福祉社会をより深く認識し、快適な暮らしを高める能力を身につけるとともに

地域社会に貢献できるボランティアを志すために開設する。 

○学生数 ５４名（１年制） 

○講 義 一般教養、郷土史、健康づくり等 

（３）佐賀市金立いこいの家（１２，２２０千円）〔Ｐ６０〕 金立  

①金立いこいの家事業 

○入浴日 月曜日、火曜日、木曜日、金曜日 午前１１時～午後３時 

○クラブ活動 民謡、囲碁、フォークダンス、グラウンドゴルフ、大正琴、書道、生

花、歌謡曲、押花、パッチワーク、気功、園芸、健康マージャン教室 

○市事業協力 脳いきいき健康塾、元気アップ教室 

○年間行事 健康相談（保健師） 

第２火曜日 午前１０時～正午 

 午後１時３０分～午後３時３０分 

囲碁大会 第２水曜日 

②金立いこいの家文化講座（講義回数：第３金曜日、年１２回） 

高齢者が健康で明るく、いきいきした人生を送るために「人とのふれあい」、「学ぶよろ

こび」を再認識し、地域社会に貢献できることを目的に開設する。 

○学生数 ４５名（１年制） 

○講 義 一般教養、健康づくり、料理、園芸、郷土史等 

（４）佐賀市開成老人福祉センター（１３，３４０千円）〔Ｐ６２〕 開成  

①開成老人福祉センター事業 

○入浴日 月曜日～金曜日 午前１１時３０分～午後３時 

○クラブ活動 囲碁、将棋、大正琴、折紙 

○市事業協力 元気アップ教室 

○年間行事 健康相談（保健師） 

第１月曜日 午後１時３０分～午後３時３０分 

囲碁大会 第２月曜日 

折り紙 毎週木曜日 

大正琴 第１水・木曜日、第３水・木曜日 

（５）佐賀市大和老人福祉センター（１５，０６４千円）〔Ｐ６０〕 大和  

①大和老人福祉センター事業 

○入浴日 月曜日～金曜日 午前１１時～午後３時 

○年間行事 健康相談（保健師） 
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第１水曜日 午後１時３０分～午後３時３０分 

②温泉バスの運行 

公共交通機関等での移動が困難な高齢者が老人福祉センターを円滑に利用できるよう、

地区内全域を巡回する温泉バスを運行し、高齢者の生きがいづくりや健康増進を支援する。 

○運行日時 月曜日～金曜日 

 （迎え）午前１０時～（送り）午後２時３０分～ 

○利用料 無料 

③まほろば老人講座 

温泉バスの利用者に対して、町内の史跡や旧市の施設を案内し、これまで知られていな

い歴史的な史跡や施設について理解を深めるとともに、社会的孤立感の解消、自立生活の

助長を促す。 

１１ 佐賀市立母子生活支援施設「高木園」運営事業（２８，６３３千円）〔Ｐ６４〕 

配偶者のいない女性やこれに準ずる要件にあたる女性及び監護すべき児童を受け入れて保

護するとともに、一日も早く自立できるよう生活全般を指導・支援する。 

○年間行事 こどもの日会、七夕会、クリスマス会、進級御祝い会、ちゃれんじク

ッキング（月１回）、母の会・避難訓練（月１回） 

１２ 松梅児童館運営事業（１９，３４６千円）〔Ｐ６８〕 大和  

松梅校区に幼稚園・保育園がないため、就学前の保育を行う。併せて、子育て家庭の支援及

び子どもの就学までの発達に応じた遊び場の提供、学習を支援・指導する。 

（１）保育事業（１歳児～５歳児）「児童数：２２名」 

○利用日 月曜日～土曜日 午前８時３０分～午後５時 

○延長保育 月曜日～金曜日 午後６時３０分まで 

○実施内容 市の保育カリキュラムによる保育 

 お遊戯、工作、自然散策、体育遊び、お茶教室、季節行事等 

（２）夏祭り及び松梅児・小・中学校合同親子ふれあい餅つき大会の実施 

○実施内容 松梅地区と合同。バザーの開催、露店の出店、ビンゴ大会 

 松梅小・中学校と合同。「親子ふれあい餅つき大会」など 

（３）保護者会（にこにこクラブ）活動支援 

（４）子育て支援（子育て相談の実施、どよう館の実施） 

１３ 佐賀市産業振興会館管理事業（１，７９８千円）〔Ｐ４８〕 諸富  

地場産業の振興と市民の福祉等の向上を図るため、産業振興会館の管理及び会議室等の貸し

出しを行う。 

１４ 佐賀市東与賀保健福祉センター管理事業  東与賀  

日常の保健福祉センターの開閉、会議室等の貸し出しや利用状況の把握・調整等の管理業務

を行う。 

１５ 佐賀市久保田総合センター管理事業（２，６３０千円）〔Ｐ５５〕 久保田  

文化的サークル活動や健康づくり・生涯学習の拠点施設である老人福祉センター、農村環境
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改善センター、高齢者交流施設、保健センターの４施設の会議室等の貸し出しや利用状況の把

握等の管理業務を行うとともに、各施設の利用調整を行う。 

Ⅳ．在宅福祉サービス部門 

１ 居宅介護支援事業（１７，７２５千円） 

介護保険法により介護認定を受けた者が、可能な限りその居宅において自立した日常生活を

営むことができるよう、指定居宅介護支援事業所の指定を受け、心身の状況やその置かれてい

る環境等に応じ関係機関と連携し、希望に応じ適切なサービスが多様な事業者から総合的かつ

効率的に提供されるようケアプラン作成、要介護認定調査、介護保険サービスの調整等を行う。 

（１）居宅介護支援佐賀事業所（７，２２８千円）〔Ｐ７０〕 本所  

○介護支援専門員体制  常勤（専従１名、兼務３名）、非常勤（専従１名） 

（２）居宅介護支援南部事業所（１０，４９７千円）〔Ｐ７６〕 川副  

○介護支援専門員体制  常勤（専従２名） 

２ 訪問介護事業（１３，２６５千円）〔Ｐ７８〕 川副  

介護保険法により介護認定を受けた者に対して、ケアプランに基づいて、「身体介護」「家事

援助」「両方の複合型」等のサービスを提供し、充実した日常生活を営めるよう訪問介護員（ホ

ームヘルパー）を派遣する。 

３ 通所介護事業（６７，２５２千円） 

（１）開成デイサービスセンター事業（３５，０１０千円）〔Ｐ７２〕 開成  

要支援及び要介護認定を受けた高齢者が、可能な限り居宅において、その有する能力に応

じ、自立した日常生活を営むことができるよう、入浴・食事・レクリエーション等のサービ

スを提供する。利用者の心身機能の維持・向上と社会的孤独感の解消及び利用者家族の身体

的・精神的負担の軽減を図る。 

○利用料金 介護保険の適応相当分（個人負担：１割）、昼食費４００円／回 

○利用日時 月曜日～金曜日（年末年始を除く。） 

 午前９時３０分～午後４時（５時間以上７時間未満） 

○行事等 花見（彼岸花・コスモス・梅・桜）、初詣（祐徳稲荷神社）、誕生会、

敬老会、季節行事（節分・桃の節句等） 

（２）デイサービスセンターさくら事業（３２，２４２千円）〔Ｐ７４〕 大和  

事業説明は、上記（１）に同じ。 

○利用料金 介護保険の適応相当分（個人負担：１割）、昼食費４００円／回 

○利用日時 月曜日～金曜日（年末年始を除く。） 

 午前９時３０分～午後４時（５時間以上７時間未満） 

○行事等 レクリエーション、花見見学、誕生会、ショッピング、おやつ作り等 

４ 富士地区コミュニティバス実験運行事業（１，５５６千円）〔Ｐ５０〕 富士  

自ら外出手段を持たない高齢者等の交通弱者に対し、外出の機会を提供することにより、閉

じこもりの防止及び社会参加の促進を図り、自立した生活環境づくりを支援する。 

○対象者 ６５歳以上の高齢者で、介助なしで行動ができる者 
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○利用料金 ２００円／回（往復） 

○運行日数 １２０日／年 

○運行日時 （火曜日・水曜日・木曜日）午前１０時～午後３時 

○事業内容 

①マイクロバスによる利用者の送迎 

富士生涯学習センター「フォレスタふじ」を拠点に、町内を６ブロックに分け

て、送迎をする。 

②地域間交流 

③温泉入浴サービスの提供 

５ 身体障がい者居宅介護支援事業（２６４千円）〔Ｐ８１〕 川副  

障害者総合支援法第２９条に基づき、在宅で生活を営む身体障害者手帳取得者に対して、日

常生活に必要なサービスを提供し、自立した生活の継続を支援する。 

６ 外出支援事業（１，６２７千円） 

（１）佐賀市移送サービス事業（７１９千円）〔Ｐ２３〕 

市内に居住し、単独では既存の交通機関の利用が困難な在宅の高齢者や身体障がい者（移

動制限者）にボランティアの協力のもと、車椅子搬送仕様自動車を利用した移送サービスに

より地域生活の継続を支援する。 

また運行に関わるボランティアの養成も併せて行う。 

○対象者 在宅の車椅子利用者 

○利用日 月曜日～金曜日（祝日及び年末年始は除く） 

○利用料 無料 

○利用回数 月３回まで 

○利用目的 医療機関、公共機関、社会参加 等 

担当地区 

活動拠点 車輌数 担当地区 

本所 ２台 本所地域内 

大和支所 １台 大和支所地域内 

富士支所 １台 富士及び三瀬支所地域内 

川副支所 １台 諸富、川副、東与賀及び久保田支所地域内 

（２）ガイドヘルパー事業（居宅介護〔通院介助〕、同行援護、移動支援） 

（９０８千円）〔Ｐ８０〕 

重度の視覚障がい者が、通院や社会参加のために外出を行う場合に、付き添い介助するガ

イドヘルパーを派遣し、障がい者の自立と社会参加を促す。 

７ その他の事業 

（１）ごみカレンダー点字版の配布 

パソコン点訳ボランティア「麦の会」の協力により、ごみカレンダーの点訳版を作成し、

市内の視覚障がい者で希望する方（２７名）に配布する。 
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Ⅴ．その他の事業 

１ 共同募金・歳末たすけあい募金運動への協力（佐賀県共同募金会佐賀市支会） 

日本で唯一法律に基づいて行われる募金活動として、公的な福祉サービスでは支えられない

分野の支援を行うため、佐賀県共同募金会佐賀市支会として募金活動を展開する。 

（１）赤い羽根共同募金 

「じぶんの町を良くするしくみ」をメインテーマに、１０月１日から１２月３１日までの３

ヶ月間、各種団体などの協力を得て実施する。 

戸別、街頭、法人、資材、学校、イベント、職域等の各種募金を行う。 

（２）歳末たすけあい募金 

「みんなでささえあうあったかい地域づくり」をスローガンに、１２月１日から１２月３１

日までの１ヶ月間、各種団体などの協力を得て実施する。 

戸別、職域等の各種募金を行う。 

２ 日本赤十字社事業の推進（日本赤十字社佐賀県支部佐賀市地区） 

国際救護活動や災害救護活動等の人道的使命に基づき、国内外で事業を実施している日本赤

十字社の佐賀市地区として、赤十字事業の普及と事業推進に必要な資金を確保するため社員の

確保に努める。 

（１）各種講習会 

佐賀県支部が開催する各種講習会を積極的に推進するとともに、市内で行われる蘇生法な

どの講習に講師又は指導員の派遣調整を行う。 

①１，０００人赤十字救急法実践講習会 

世界赤十字デー（５月８日）の全国統一キャンペーン事業として、県内１，０００人赤

十字救急法実践講習会を開催し、赤十字事業に対する理解度の向上に努める。 

②講習への講師（指導員）派遣調整 

（２）防災・減災活動等への取り組みに対する助成  

校区自治会及び自主防災組織等が、防災・減災意識の高揚を目的に実施する防災・減災活

動及び研修会、講習会等に対して助成金を交付し、地域における日本赤十字社活動の普及と

誰もが安心して暮らせる地域づくりの推進を図る。 

（３）災害義援金の募集・受付 

各地で発生した災害などに対し義援金の募集及び受付を行い、被災者への支援を行う。 

なお、募集期間中に集まった義援金は日本赤十字社佐賀県支部に全額送金し、同会を通じ

て送金する。 

（４）火事等の罹災世帯への援助 

市民で災害により罹災者が物的・精神的な援護を必要とする場合、見舞金や毛布、日用品

等の物資を支給することで、自力更生の向上を図る。 


